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 〈演奏〉 Gabriel Fauré  Le jardin clos Op.106（Exaucement二長調、Quand 
tu plonges tes yeux dans mes yeuxト長調、La Messagèreイ長調、
Je me poserai sur ton cœurヘ長調、Dans la nymphée変ホ長調、
Dans la pénombre変ト長調、Il m’est cher, Amour….ト長調、
Inscription sur le sable 嬰ヘ短調）、Les Roses d’Ispah 
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もすると主観的な印象論に陥りがちなこのテーマを読み手にとって「追認可能な論述」として成り立たせて
いると、高く評価された。 
ただし、第３章までは成功していたこの危うい均衡が、肝心の《イヴの歌》に関する第４章で崩れてしま
ったのは残念であり、フォーレ音楽への敬意の主観的表明と演奏時の留意事項とが、分析的記述に混入して
しまったことが原因であるとの指摘もあった。 
しかしながら、全体としては実技系博士論文にふさわしく、終始一貫して演奏家としての立場を崩さず、
その論文の主旨が十分に生かされた秀逸な演奏とともに、博士の学位を授与するにふさわしい成果を挙げた
ものと認め、審査員全員一致で合格とする。 
